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研究成果の概要（和文）：言語を学習するため，子どもは発話中の語や句，文などの言語的側面に注意を向け，
単語あるいは文レベルのピッチパタンなどは無視しなければならない場合もある。しかし，単語レベルのピッチ
バタンは，日本語を含むいくつかの言語で単語の区別に用いられ，文レベルのピッチパタンは，話者の感情を言
語内容より正確に伝達する場合がある。本研究では，(1)乳児はいつから，どのような手がかりを用いて，モノ
の名前を，それ以外の発話音声と区別するようになるのか，(2)単語の区別や話者感情の推測に，単語や文レベ
ルのピッチパタン情報を利用するということに関して，日本の子どもはどのような発達経路を示すのか，の解明
を目指した。

研究成果の概要（英文）：To learn a language, children need to attend to linguistic aspects of an 
utterance such as words, phrases and sentences and ignore temporal change patterns of pitch and 
intensity (word prosody or sentential intonation pattern), which are used to discriminate between 
words in some languages including Japanese and sometimes convey speaker’s affect more precisely 
than lexical contents. The present research aimed to reveal (1) when and with what cues Japanese 
infants begin to discriminate a word (object label) that should be associated with a referent object
 from other types of speech sound, and (2) developmental trajectory in which Japanese children use 
pitch pattern information of words and sentences to recognize word meanings and speaker affect. 

研究分野： 発達心理学
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１．研究開始当初の背景 
 子どもの言語発達，特に，語彙の発達過程
は，発話から単語（決まった音のかたまり）
を切り出すことができるようになるフェー
ズと，そうして切り出された単語に適切な概
念を対応づけることができるようになるフ
ェーズという，２つのステップに分けて考え
ることができる。 
 このうち第一のフェーズに関しては，発話
において単語と単語のあいだには物理的に
は切れ目などないにもかかわらず，子どもは，
いつ，何を手がかりとして，発話から単語を
切り出せるようになるのか，ということが問
題にされてきた。そして，この過程で子ども
は，音の遷移確率(Saffran et al., 1996)や，
強勢などの単語がもつリズム（Jusczyk et al., 
1999），子ども自身の名前などの頻出語
（Bortfeld et al., 2005)を手がかりにしてい
ることが見いだされてきた。 
他方，第２のフェーズ，すなわち，子ども

がこうして聴き取った“音のかたまり”に意
味を対応づける過程についての検討では，語
彙爆発以降の子ども，特に 2 歳以降の幼児が
主たる研究対象となってきた。そして，この
時期の子どもは，“オブジェクトを示して言
われた新しい単語はそのオブジェクトのカ
テゴリー名と見なす”といったバイアスを用
いて，名詞の学習を効率よく進めていること
(Imai et al., 1994; Markman, 1989; Smith 
et al.,1988)に加えて，近年の研究では，子ど
もは，新しく耳にした単語が名詞か名詞でな
いかを見極めた上で，それが名詞の場合には
オブジェクトのカテゴリー名と見なすが，そ
うでない場合には，オブジェクトのカテゴリ
ー名以外の可能性を探っているらしいこと，
ただし，単語に対応づけるべき概念として動
作や属性を場面から切り出すことは簡単で
はないために，動詞や形容詞の学習は困難で
あること（Haryu, et al., 2011; 今井・針生, 
2007; Imai et al., 2008; 坂本・針生, 2011）
などが明らかにされてきた。 

 
２．研究の目的 
 これまでの研究が子どもの語彙発達の前
半フェーズと後半フェーズそれぞれについ
て多くを明らかにしてきたことを踏まえ，本
研究では，これら２つのフェーズの移行期，
すなわち，子どもが発話から切り出した音の
かたまりに概念を対応づけるようになって
いく時期に注目する。この移行期において，
ジョイント・アテンションが重要な役割を果
たしていることは，これまで繰り返し論じら
れてきたし，検討もされてきた（ e.g., 
Baldwin, 1993; Tomasello, 2003)。しかし，
本研究が注目したいのはむしろ，子どもは，
耳にした音声のすべてを，ジョイント・アテ
ンションが成立しているオブジェクトに対
応づけるわけではないらしい，というところ
で あ る (e.g., Fennel & Waxman, 2010; 
MacKenzie et al., 2011) 。 た と え ば ，

MacKenzie ら(2011)によれば，12 か月児
は，”fep”のような CVC 構造を持った音声が
オブジェクトと対呈示されれば両者を結び
つけるが，対呈示された音声が”Shhh”のよう
な感嘆詞的な音韻構造を持つものであった
場合には，それをオブジェクトと結びつけよ
うとしないという。確かに，我々の口から漏
れ出る音声はそのすべてが名詞（オブジェク
トの名前）であるわけではない。子どもはそ
の中からオブジェクトの名前として学習す
べき単語（音のかたまり）を選びださなけれ
ばならないのである。そこで本研究では，語
彙を獲得するにあたって子どもが直面する
であろう，このような問題を踏まえて，以下
２つの研究テーマを設定した。 
（１）子どもは，いつ，どのような手がかり
を用いて，オブジェクトを対応づけるべき単
語（名詞）と，それ以外の単語や音声とを区
別するようになっていくのか 
（２）単語識別において中核的な役割を果た
す音響的情報（音素）に特に注目することに
より，効率よく単語を学習し，またスムーズ
に発話を理解することが可能になっていく，
その一方で，発話音声に含まれる（言語理解
に関わるという点から見れば）より周辺的な
音響情報（単語や文レベルのピッチパター
ン）の位置づけは，どのようなものになって
いるのか，またそこにどのような発達が見ら
れるのか 
 さらに，これらの研究テーマのもと，具体
的な研究プロジェクトにおいて，まず（１）
に関しては， 
① 日本語環境で育つ子どもが，発話中に含
まれる助詞を手がかりとして，発話から単語
を切り出せるようになるのは，いつか（単語
切り出しプロジェクト）， 
② また。助詞を手がかりとして，直前の単
語が名詞かどうかを，カテゴライズできるよ
うになるのはいつか（名詞分類プロジェク
ト）， 
（２）に関しては， 
③ 日本語環境で育つ乳幼児の単語音韻表象
における単語アクセント（ word pitch 
pattern）情報の位置づけはどのようなもの
であり，また，そこにはどのような発達的変
化が見られるか（単語アクセントプロジェク
ト）， 
④ 子どもは，話者の感情を推測する際に，
発話の言語内容と感情抑揚 (emotional 
prosody，話す調子)のいずれを重視するのか，
と，これら２つの情報に対する重みづけの発
達的変化（話者感情プロジェクト）， 
を解明することを目ざした。 
 
３．研究の方法 
① 単語切り出しプロジェクト： 生後 10 か
月，12 か月，15 か月の子どもを対象として，
馴化-脱馴化法を応用したパラダイムで実験
を行った。具体的には，初めに，その中にタ
ーゲット単語が直後に助詞「が」をともなっ



て登場する発話を，子どもが馴化するまで繰
り返し呈示した（馴化フェーズ）。そのあと，
a) ターゲット単語の繰り返し，b) 「ターゲ
ット単語＋が」フレーズの繰り返しを聞かせ，
それぞれに対する子どもの聴取時間を測定
した（テストフェーズ）。もし子どもが，助
詞を目印として発話からターゲット単語の
みを切り出すことができていれば，b)のフレ
ーズは不自然に感じられ，これに対して脱馴
化するだろう。すなわち，a)より b)を長く聴
取するだろうと予想された。逆に，子どもが，
助詞のことを独立した存在として認識でき
ていなければ，“単語”は音節の遷移確率に
したがって切り出すしかなく，「ターゲット
単語＋が」を単語として切り出すであろう。
すなわち，そのような切り出しにマッチしな
い a)に対して脱馴化し，b)より a)に対して長
く注意を向けるであろう，と予想された。 
② 名詞分類プロジェクト： 生後 15 か月の
子どもを対象として，馴化-脱馴化法を応用し
たパラダイムで実験を行った。具体的には，
初めに，ターゲット単語が直後に助詞「が」
をともなって登場する発話を，子どもが馴化
するまで繰り返し呈示した（馴化フェーズ）。
そのあと，a) ターゲット単語があとに別の
（名詞につく）助詞をともなって出てくる発
話と，b) ターゲット単語があとに動詞活用語
尾をともなって出てくる発話を聞かせ，それ
ぞれに対する聴取時間を測定した（テストフ
ェーズ）。馴化フェーズの発話を聞いて，タ
ーゲット単語は“名詞（＝後に，助詞がつく
ことができる種類の単語）”であることがわ
かれば，子どもは b)に脱馴化し，a)より b）
を長く聴取するだろうと予想された。 
③ 単語アクセントプロジェクト： 24 か月，
3 歳，4 歳，5 歳の子どもを対象として，既知
語（e.g., ネコ）のアクセント違い単語（同音
異アクセント語：たとえば既知語/ネコ/は，
語頭にアクセントのある頭高型アクセント
パタンの語であるが，これを尾高型のアクセ
ントパタンにしたもの）を，新しいオブジェ
クトの名称として学習できるかを調べる実
験を実施した。具体的には，同音異アクセン
ト語を新しいオブジェクトＡに，（既知の語
と音素配列が異なる）音素配列新奇語を新し
いオブジェクトＢに導入してみせたあと，複
数のオブジェクトの中から，それらのラベル
に対応するオブジェクトを選択させたりす
るなどの課題を実施した。 
④ 話者感情プロジェクト： 3 歳から 9 歳の
子どもを対象に，言語内容と感情抑揚が食い
違う感情を示す発話（不一致発話，怒った調
子で「なんていい子なの」など）を聞かせ，
話者の感情（怒っているのか，喜んでいるの
か）を答えてもらうという課題を実施した。 
 
４．研究成果 
① 単語切り出しプロジェクト： 日本語環
境で育つ子どもは，生後 10か月の時点では，
発話中の助詞「が」を特別扱いすることなく，

それがいつも特定の単語と共起していれば，
音の遷移確率にもとづいて，「ターゲット単
語＋が」を“単語”として発話から切り出し
ていること，しかし，15 か月になるまでには，
「が」はそれだけで独立した言語要素である
ことを踏まえ，それを含めず，むしろその直
前に単語の切れ目があるという知識を用い
て，発話から単語を切り出すようになってい
ること，が明らかになった。 
② 名詞分類プロジェクト： 15 か月児は，
ある発話で直後に助詞「が」をともなって出
てきた単語が，別の発話では直後に別の助詞
「を」や「が」をともなって出てきても違和
感を抱かないが，「らない」や「る」などの
動詞活用語尾をともなって出てくるのはお
かしいと感じるらしいことが示された。すな
わち，この時期までに子どもは，あとに助詞
がつくことができる単語，という意味での
“名詞”を理解し始めているらしいことが，
示唆された。 
③ 単語アクセントプロジェクト： 新しい
ラベルを新しい（名前のわからない）オブジ
ェクトに対応づける訓練を同程度実施して
比較した場合，24 か月児は，音素配列新奇語
は学習できたが，同音異アクセント語は学習
できなかった。一方，3 歳以降の子どもは同
音異アクセント語の学習も可能であり，年齢
が高くなるにつれて，その学習はより確実な
ものになった。したがって，既知の語とアク
セント（ピッチパタン）のみが異なる単語の
学習は，言語獲得開始期の子どもにとっては
負担が大きく困難なものであること，しかし，
年齢があがり，言語処理や一般的な認知的能
力が増すことで，そのようなラベルの学習も
可能になっていくことが示唆された。 
④ 話者感情プロジェクト： 3～4 歳児は，
話す調子（感情抑揚）より言語内容にもとづ
いて話者の気持ちを推測するのに対し，8 歳
ころになると，言語内容より感情抑揚を重視
して話者の気持ちを判断するようになるこ
とが示された。 
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